
 

で、不登校やひきこもりの子どもを抱える家族の方から相談を受けることがあった。自身も中学

校時代にいじめに遭い、不登校になった経験がある。「その時の担任の先生が親身になって悩みを

聞いてくれたおかげで、高校にも進学することができた」と話された。そのことが契機となり、

自分もいつか、不登校やひきこもりの方の支援に関わるようなことをしたいと考えるようになっ

たという。平成 26年 4月に、一般社団法人ひきこもり支援相談士認定協議会が認定する「ひきこ

もり支援相談士」の資格を取得し、本格的に相談活動を開始した。現在、同協議会宮古支部の代

表も務めている。 

相談を受けるにつれ、長年の夢であった宮古市でのフリースクール開校を何とか形にしたいと

いう思い いう思いが更に強くなった。中々空き家が見つからない状況

ではあったものの、ようやく見つかり「カリタスジャパン」

からの開校支援を受けて昨年 4 月からフリースクール開校に

至った。開校後、高校生についての相談が増えた。「進学先で

不登校になり、居場所がなく困っている」といったものであ

る。高校卒業資格が就職先の門戸を広げることから、そ 
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◇ 今回はこの方を紹介します。 

フリースクール花鶏（あとり）学苑 

    白間 正基（しらま まさき） 学苑長 

 
お話をお聞きした白間さん 

フリースクール花鶏学苑は、「一般社団法人あとり技芸向上支援協会」が

運営している。白間学苑長は、この法人の理事長も兼務している。  

白間学苑長は大船渡市で生まれ、幼少の頃転居して以来、宮古市で生活

している。これまで、自身の技術や人脈を生かしながら、初心者やシニア

向けのパソコン教室「あとりカレッジ」、小中学生を対象にしたものづくり

体験「あとりアートキャンパス」などを開催してきた。その活動をする中 

る。高校卒業資格が就職先の門戸を広げることか

ら、その資格を取得できるように、「第一学院高等

学校」と連携し、高等部をこの 4月に設立する。 

校名の「花鶏（あとり）」には、「小鳥が羽ばたく

ように子どもたちに羽ばたいて欲しい」という白間

学苑長の願いが込められている。 

（※3月 7日、フリースクール花鶏学苑にて三橋
みつはし

が取材） 

連絡先 

フリースクール花鶏学苑 

TEL：0１９３-６５-８５３５ 

Email : info@atori-gakuen.com 

HP : http://atori-gakuen.com 

 
パソコンを完備し個別に学習できる学習室 


